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Po iαγloci' の〉史数の江対it企

京大教主里研 ト -ta~ 東イヤ

~ 0 はじめに

×乙 R を竣？を数体（［ょの射影 h－空間内の
安偽イでをえ γ－），ら従体てする。事P勿、線型I~空閣のす実
5う： L。cL, c. .‘・ c L ... c fR. 

d；相L貧 ＝n-rキ定ー♀

1：対 Lて

え（②）＝｛μ ×jズ It特特要点、，
di刷（寸~(l し免〉》近ー I J の開色

-::=. J_ i. :r正規交差し存 l¥~警空間を毛

つ非特要点会俗の閉包

て ι、く。ただし，叉て‘の×め f手空間を工で表

わした， P~cθ）定枝②にイヒ？？注した〉どの -i--th 

rofαY- loc<AS て~ぶ．

最近 polo.γIoc!A.S のあ所的 ri’也後折、 7る1'ss1'.eY-

; 1-C 主って（ Le，寸elssler〔bJ ) , 大域的立／栓
噴水、 P1そne. らによって言問べ・ 5 れた• ( K / e 1'mari 

［斗 1, Pien巴［ ワ ］） また等危 lま〉ぐめヌヌ々
i iす6



今後イ本℃関乏し 1 i1白い:ts泉を得ためで＼

亡イ幸良4きしたい

2 

ー
、”・

一般のをうに対 Lて， P,(9）め右理向イ昼過， 縫

ってまたそめ J交を立が‘~によ 5 ず一定であ吾ご

てが;tせ忍．ノr，＿ 三 de3F込（[1) t×の -8.-th c IαSS 
て呼ぶ、． nユ l , v-~ ( づまリ〉ぐ折、手 00litJ ~史の時

に rtfr l左手 00也後輪イ言〉てころのつラス ζ

一致 L てい否亡て町、容易に子そで~. t。l主×の
；突を立に Ii カ＼ t~ s fJ.し＼ . 
Rのお平 ooHが〉どに持方石て l志J あ否 1~ 特

要夕、えの持空間玄信之、カ＼ ） 作家点 -x.（：－ × lご 4又

東方 6×の非特要点のダj{ x~ ｝て‘ち帆ボ‘あ d

r－貌笠J空間了に収束ぢ石をのがあツ T乙 H

てな否亡て℃す否

Y こ t × I~ :J=著するえ喜平面全イ芯7
をJ又対射！！宝周 Jf2v内の条令てし，ネ友紛れ、数樺

遂を与えて p イで数多従似てみなす． 亡の B寺J

'{ It. xの ｝｝.1ず今後体ヒ o4~r 。

句、を Y の j －仏 cl~ss ℃しよう．筆者め得た結

集，－；..以下の℃缶りであ ζ．

iγマ
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定E霊 長＋J=-d~WW\ ×＋ di肌Y-n 十｜の B手ノ，.＿ ：：：ょう、

ただし， 51:柔していたい／μ乱 s 吟 11-0ておいた

メA.o-=d勺〉ぐキ O ) Vo ::. dej lキO であ忍亡てよ＇ J客

易 I~

三ム d1パ＝トI-d 1'M x -t rv'I IA .)C ｛え ／JALヰ0J 

また註 Bjlめ副産物て L て

ゑl cl lrY'×＋ dt~ '( ~ n -I 

等号店長五。ノλI=O。υ1=0
。×It線型今後体， Yl主主l.dJ銭を空間℃し 1
的 J.｝..対空間

定埋め J= 0 の場合］..＿び、条 llま， I'! 1 g 年夏の

Cope山αjer-i でのイてを女各仰のよノ、：／ ;rジウムゼ J

〉ぐが、非特異ていう仮定イすぎて、， ム／o/Vt¥e ボ、素英
Lた定雪之、実与を尚 j亡同ーであ手， （f-1 of r.i e [ 2 ] ) 
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§ 1では polo.γ locusfl v・、）（＿ η フ告理向他殺 po/C¥ r 

clcts-sを定乏し J 円、”を によ否基手的 Ii-命題を

iぎべ‘答

§ 2 て、 i主）＇）. 拘今オiイ志について， Wa/bce[ fO J 
1亡史られ ζ結果をスキ．ーム誌に納言叉布る． あ

わせて Y めな対今平系特づまリ〉〈町立由自の 3主

主T今年並イ毒｜主主てにをで、つて×である三之を矛、

す．

§ 3 -i＇＂ょ記の主 4安定哩をま正明する，

5年T、l事 Ptenと の結足のいくつれを紹イトす否，

§ 5で lエ標を交正の場合に言 Jlする，

平面ケ曲線の PlUcker_IL；式 L:.I主 ヴラスあ与い

i寺ftA(er-- 数を今後4率的文教 F得数 Ji'L：‘犬埼、的

f与霊℃特裏ゑの局所的 TJ..量てで表わす蘭7等、z:t、

であった， ベれをあ J夫元へ 1克t処方 ？l羽美里町、当

然、考え 5れる。えれについてはパ<ACPerson, 

Pie日， Tei'ss1'er- 筆者 s1－：.よゥていくづかめ結
果ヵてあるめだ州、繁雄 -If_l I｝るために記述主省

吟し r-.( LεJ Te 1'ssi'.eγ［ s-J , M0-c Pev-soY> [ b J , 
P1ene [ 7 J/ Urabe [ 9 J 考 ~？－ ) 
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~ 1 Polar /oc'-<S ℃ pofo. r- c（αSS 
亡のerて、l志 po/ctY- { OCIAS ℃ polciv-clas.s のだ夏、
屯与える。

筒単のために標数 0のイでをえ閉俗を基礎俗と

して固定ちる．械をえ正の場合 lま最後の係τ‘＼ふ

れる，

今後体ていえば、得 l亡断わ 5f;;. ¥ l限ソ， ヲぞ偽

械的徴的 7注射野空閣の喜11伝ス守－ Li （［） 二 "t L. 

方る s 特裏怠の存託 lま常 l亡言牛す．

交点埋論宅復習しよう。（ Fu I-ton [ 1 J ) 
非特異℃ l主眼S/j.. ¥_ ¥ Cf IAClSl' -prりectr've vo.γ片もyw 
l二対し J ）（＿め Chow ホモロジー群 A.W之 lま
〉欠元によるグしート．、えてつ Abel群て、、いJょの

イて数的汁イつルの ti-1 A be l 鮮之~w 左右理

問イ直～でわったモめである．

A.W＝乏，W／～
亡亡七、 ze乏乱W i二つい t
芸；＂＼...／ 0 

。キ長約欧約て‘史イ蒋て F事5紘多様体wl d Irv-Wl・ = ~十／

3白玉里閣を失 γ1.'E RCWc)"i.'-, /!I J有正鼻j：写ィ後

。180



官ピ： wl、ーータ＼人／析、あっマ
ド Z7r~-,r[d1'v(rじ）J

も

。w×JP,L のイで数的サイつ jし：（ €: :z i.i-1 ( w x fP, ) 
カ丈、 ~ リI ~－：； Pi* （χ. CWx { 0 J -Wx{ OCJ})) 

A・w 1き〉失敬イすき壌であ与．
I) w川、非ヰ寺裏 7主B寺
メ入企VV~－Ar－~ W （ γ ェ d1＇~× J

II）ーョ般の時

と（W） を対（寸，チ）たがし寸｜志非特異~（，＼αεト

proje山 veva.n'ety / :f I主正則~伶ιf~wー→丁からな
る力すゴ、リーてしよ） . (TJf) れら（寸11fノJ

への morph1' s-m工 lま玉県j写像ユ： Tー→T／で、あゥ
l 3of ：：｝ノて九苓更のて寄る。（T,I -f,), 

(Ti, fz) I二対して T=T，×T之ノ f=-（デt，デ2) 工島

け｜手、（T,f) I事ecwJの ob]ec.t てあ ＇）ノ；欠のg
i\、 l主~ f食であ忍

「 AT,,._D :f，，，ノ・ Rl't

W＇チ JL了 ( pじ l 事 Tじへの射！~）

~t;/p, 
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そ亡て、 A・w = ~ A'T 
ε（W) 

QI;¥αS1、－ pr~；ぞct

よ W→丁 l志

'L定義＇忍．

〉欠養生イす守鮮の hon"omorphlsm ::f..r _' A. W -1  A. T 

L欠教付守環め homomorph1'SM ::?' : A・7ー→A・w
モ巻く，午ャ、ソア傾

つ

ハ： A・wRA. W 一→A.W ！主；欠を i為す

• fεALW) tεAJW ＝争 fnt e-A1~＿ L W 

gε メマT, t e A. W ＝ラ f*(:f*gハt）ζ gハブ；，.t-

(-thεpr~＇ect.lon form vi Iα｝ 

• g ，勺 EA・w,, tε 《，W＝診しfぺけ）二（f・句）nで
ま？と wょのべ、つト jしJ，・、シドル Elこク才して托
の Chern類

c(E) = 2二CLイE)G A"W C1.・CE）εAL'W 
が、定まる．

ぎてノ § 0 て同援に×を射景~ n-t閣R内め
安イ為 rーをPク？今後イ率てする e U を」【め非特宴、表、

，£併方＼うた ［； zαγ1'sk1、開条会主ぢ与，

182 



~＂ 1. 1. 苦F づS 緩笠J~ 閣の j実

~ : Lo c L, c 、‘－ c.Lr- c R、

dt~ Lt.. = n -r十え －2

に対して

0 

九（②）ご ｛I:&v I d1'M(T~ ハ L ぇ）立長一 I ｝め間色

==-Lt ℃正規交差し存＼.＼才季空間モモ

つ非特異点全体の関乞

℃名、さT I 亡れを才変2訟にイ干随した×の po/Qv--

locCAS てロヲ」γ こ二 1‘、7二時え 1‘、のuII) 12内に，
実現された持空間を表わす。

G乞合γαssrC F弘）を院内めれ線型） I空間全体

主ノ〈ラメトライズす弓 G(C¥S:Smαn n 今禅体てす

答。点、元εU に対し托こでの〉ぐの拷空間寸~ ~q: 

モタ~ Jiむきせるこ℃によリ Gα!ASS J写像に

ふ U 一一→合

水、定ま~.

Cs.(5) = t門εG( d•和（門ハ L 企〕￥長一！？
'(_ dろ、 11I語、ノこれ l主 Spec1'01) S°chLAhert Vo.γ々 ty の

か℃づ -i:• I ~ ~ぎらすれ i 之
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.p._c②） .::: :J-t亡acJJ）め間色

手？と Prt.: 18. "-L rt. ー→ ~－ -l+ I 乏しIL°E_中／じて写る

射あ℃す吾℃ J PaCB) ＝向｜×＇Lt のE伝用点の開

乞でセあ与，

定埋 1.2. 穴：ヌー→× l主ヌヨ有理正則写ィ象，

3：安一→ GI主正則写ィ象で， 空で~＼＼ 2ムγκム，・

間集Su/ c vポ、あリノ’7Lr ’7t・＇（lJ’） Iιl司ぎであ
1) / ~ ( '7C1(V＂） 亡 g。穴I7t-' (V") て怠る宅のてす

忍 e 亡の B寺， 一般の才女9に対して J A.×内 tい
［九CBJJ＝＝ ～｛デ亡aCQ）ハfxJ) 

二二元、ノ Q l主 Gょの ia.1..d：。1031¥ca/vector-bur>d}e 

（γαnkQ= r-+I) [ J l志帆ラご｜乃の今後先

の右王室向イ恵美負を ~s わす e

~＇ 1. 3. -A$.の放f1に対して凡CB) I'd:~ 条

信て、、あ弓吟＼×内 l、、~次元長LL“あリ， えの J育理

問伶殺！主2うによらず一定，

定義 1.4-. 一般向技~に対して＇ tJ I二よ 5

iB4 



(0 

1与＼＼右埋向イi里美夏 fF弘（l:J)JG Av--i.×セ〉ぐの定－ti,

pof~r class 工呼....I..." , 

定王星 J.2. の註時 之、、のよ主忘拷 P につい τモ

[Ca（診）j乞 CB(Q）ηfGJ 

1 九否亡＂（. I事与0 sれ t いる，ノ今 GIt.非特裏 n

ので 写主： A.Gー→ A.キ品交叫崎×
ヵγ定まり，

~1< [ c也CBJJ＝ ~~Cit 〔Q）ハ~~［GJ ＝デca.（♀）ハ［XJ.
fから， あ工 l本一畿のをうに対しては

[ p._ c診）j＝ ～~＊ [ Ca(f)) j 
て 1吾る亡℃主示せ｜ずよ＼＼．笠数え .R1f＇一般の

’放 9宅回定し z = C1:(_9) て三重ぐ． kle1'MO¥h 
の Tr~阿Vii.γso.I勺 Le~VV\.q ( kle1αn [ 3 ]. ) 

l二よ I) I 互主ミ~ ¥_ t 計るてき

。，R・＇（×＼.vノ）の会見r~ぜて LIき prope Y- にをわ ζ，

①ピ（U / ) 'L L s"'od"U、lきtγCH¥SVぞy-SOI Iに交わ忍，

① '7¥.-1 CU＇）と Zs；匂 l事 propfr--に交わる．

④~－1z ＼ま ernbedc¥ed CO¥"t¥rOOfl"tS をてた存 I) 

1 イ＆.定＼....－てよ、＼ .. 

•185 
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⑤によ 1) Ass (g_-1 Z) I主 3・＇2 句点； 171＇て－ j宇一

｜三対応、 LI のに与リ冗－＇（VつつAssri-'2Jてな
る。 ぉ AssC~ －1Z ） をてる℃②，②に与 ＇） ~ft.) 

lきZの非特要点 ）｛＿＿し t ②よリ

Tor戸旬 （0.v，% 〆 σk，，街））会 j~!Z, % ~－＝－ 0 
{ 0 t会。

これよリ

デ ［z J Z玉、2 ~（－ l)L ＇／吋仏寸；rrs,,fllJ ( eX,:>t, r3z.,,")J~叫
指~$（γ2)
ht元・t

にお、いて よ＝.0 のま員 K、lナが、 0τ、、存＜ ~-4L Iま宇友釣で

~;L [ L J = ［~－I z ~d ] L 存苓． 充足し刈！字文を
3モnen'c. ro•＇吋て 1 るヌの玖め毛？ウi ~与千差イ~℃可否．

えL て島本、①に与 1J [ PtL （~う）］＝九 ［~ ・＇ 2：」

Q E. D 

イ事11. s. 

× c~、宅貌型I Y－ 今保体て歩~－ 〉ぐハL,-=-f 

九 51ぎ PaC②）こや （傘ヲI)

布1J / . b . x c_ W?..ポ宥次今Ji弐、 Fニ0 1.、、定義主れる
186 
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えPiJ iiの B寺． d 1'M L ,t 宮北－ I 'l. 1与＇） 最： IJ '2, ・ー， ャー

l二！？ヰして 点（ α~e』： α ［.tJ : . -－： α：Ii.)) E-L企＼しえーl
"I(_ fi 、仁 'L ミき

九（②）＝｛~＝伐さが：}f=o，、，言問主乞u］＇お州
の関乞 ～ 

~ 2 ヌ又対多様体

Wal＼αce [ IO Jにある匁対多様体につい l. の
若 L い定玉里をこの併て‘~べ‘与． ~工て‘鎚の佼

害1を果たす こ℃にな石 定玉里である。

〉〈，ヌ， U,v; 
毛めを表わす

;}-. J; 

てす否

る その よ うな× z

イ容に jv－→ G のヴう
セ老えれば、よい．

穴， G_ fP., i志方？飾 cl司し’

ただし U=V’てイIi定す

l. !jた℃え If'Gal-¥SS写し

フ の×xG 内 でめ閉包て

¥R rtべ・つト Jし空間 V＝ト／o({Pn;(%(1）） 走用い τ
Rご IP(V)= {Vめお平 "i7会併｝て害く．

Gょのおばol。31亡。lvector bundle Qは検三年内会射
VG:→Q→ 0 
c v& = v ~ crGr ) tでづ 亡の列の ~ I:: よる引き

187 
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モゼ、し℃して

Vヌー→ PーラO

（可＝ V~ぬ〉カて定まる。 k =-Ket'"CVx→りてお〈

刃対を℃ヲて Vよ→KV→ o

これ Id:埋めこ冴 Z= IP(Kv）〕れlPC切 ： IPtV~つ

主定義す号。射彰ヌメ¥P(Vつ→ ¥P(Vつによる Zのイ象
に被約イて数多様イ本の楠迩を与えY℃惹く．よ
記の格店主のうき D禾宅 F三ピラ "l ¥.¥ 1t Iず

y = ｛ ×に持す与怒平面会~｝

つまリ Yl主s0 で述べ‘声×のヌぇ苅多様イ本｜ご lま
ち~ r~ s t立は．特にxの工リ才 lτ イ佼 F与しない，
前野ヌ xfP(Vv）一→ IP(VV) め Zへの払lj~畏を fZ→Y 

てがく，また友： Z= P(Kつ一→xをつァイ八H
ーパ、ン ド jしの l量空間への射望j ℃し，供ご穴・~L.

事、、く．

例 2. l . ×を線型今樵イ年て今る． 閉点

てι×可、の守幸空間℃ l主×白身だ‘均＼ら J )'It Xを

＠宅、すべ、てのお三千盈，づまリヌJ対維を空輸 lこ

l王ち＼ tJ. ~ ti.い．

:188 
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イ写~ 2. 2. ×ζRをB交わ者；欠オ程式、 f(io, t,, ・，ム）＝O
tい定義されたえ宣曲 Eて本る。 ¥' ／＇~オ~ it、~

F代。，t，，、、－，t...,)-=O 
_ dF 
0 －百石（lo,t ，~ ・ ・ ・, t..,) 

u.., －：皆川， tり

'df¥ 
U.r、＝ヌ；付山，…，t帆）

カ＂ s愛者タ "to,・f:i，‘・， t... を；高去して得 5 れ~ u.,,, lι，u院

にウ川 1 の今 1責玉t＇~ －（、定義、すれ石今様似てな

る

制 2.3. io.t1,t-i.l3 セRのま決庭 fJそ℃すよ
むをノきまない既約率r-;x今場変 F付。，t、，ta）で定義、
される也萱1×を考え ζ. (O.O,o,1）交通ら存 Ll 

平面℃×て町交わリを〉ぐl、とす ζ ℃〉く i主×lょの

(o, o.o. ／）を頂点、工方るを巻て、ある． Uo, U.、，＂＇＇＂・ U3 

t匁対摩標℃ぢる， ×のヌヨ対多様イ荏Ylき夜、
Co, o.o，りのヌヨ対完全聖堂蹴 lA3= 0 に合まれ曲線

×1の双才:t~桜併にー致す忍． dl帆× ＝2にモカ＼

・189 
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カ＼わらす dlMy ~ 1 zなゥている．

定義、 2.4. 乞ζU &_ 1J.＇ヌヨ対射彩空間の点
yζ~v に勺＼＼ "1.. , 十ちを y に苅沢す否配のえぎ平

歪7℃する時 代に%まれる 1事室閣をモ勺点公

イ志の開~モ×の '} -coれto.ct(oms 'l °＇ヂ~1:-. 同様 jて

γめ丈一 co川Ci¥Ct locus =t ~主義士れ与，

Wα11 C{Ce め定理 l事；欠めように述べ、 5れ苓．
f与志伝に触れるが、 ¥J¥iCA I＼α（ e [ /0 jに！土技り折、あ弓．

定理 2. S"~ ＼（のな対今様体ノづまリ×の 2

回目的刃対今禄イ志 lき×に一致する，

非持号~ ，§、かう fJ-石宝 τ、な l¥ Z~n'sk，、閉集合

Vi c×／ザI'c ＇州、あゥマノすべ、 1 の α u;,,
'ff:ずにすずして

》〈の ＇｝-cont°' ct loclAS 
てYめ J -t• め才事空間寸y

yめ吃ー COh t01 ct ( O GUS 

℃×のつιでの呼空間寸ェ

190 



時互いにイでの刃すす貌主｝堂閣であ否

z 

a~ f>(V）つ×－←ヱーヌ '( c IP(Vつ

手、 2.b γ＝ d\rv-×ドd ，＇~y 工害〈

16 

(I ）ー殿町非守幸要点、 yιγ 1－：.つ N て γ－contαc寸

¥ocvts の；欠元 i事 l'¥-S-1.

一羽生 η 非特襲安、 χι ×について丈一 contαct

loc1As 内〉欠天 i宇 n-v--1

。〉 γ守5亨竹ー l 訳、常｜ご与りたつ． 等~がえ、」立す

る町｜事×ボ、貌聖今様イ亭の R守之の時に隠忍．

:a-r-とその時 γ1事×のヌJ対線型』空間τ、あ各，

t正明 ~理 2. 5ιリあ守ラカ＼であ忍，

~理 2. s- め註明 げをマ的非特要点、全体ボ、広

す Zαγ，＇sk，、間集令〆 ZつJ を pの会よ必、合（ rorll1'f,'c~t川

？内七）のえす Zαγ；ム1、開条信とする，（ J＝エ＇ff( .Q~1rJ) 
呈06ピCU）ハr-'cuヘpfゴ）〉 を乏か固定す弓，（右
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辺の集合 l志Sa.rel句史埋ぶソ空て、ない開集令て‘

を）否，〉交；= ac至。） t ~0;: ~（ii・〉℃志、く．五， "Jr1 Ii非

特泉足、であ ζ． 五の十労 rJ、せい llt_イ芳N,t i夏、丈、

V＝判。（ fPW¥, C3f. ( 1 ）） めをを丸科 J …免工す否j

D，，、ー， DrモN，ょの4虫ii l たぺ、つト Jし場とす~－

（γ ：. d1w-×） GαlASS 写f象の定義ょリ J べ、つト lし

パ、ンド jしの問γphほm Vヌー→ P を言己辺一歩忍マ｜、

＇） つス℃して N，ょでi主

中。，やし ‘ー・・， やn

T: I D，仇， Di＜／；，，， 、－ -.. ，。仇

Dr中。， Or執、・-, Dr合

ていう引の宅めカサ’てれ否 iますτ‘ある，（争、・たち
をRめ者；1!.｝霊平案てみている，） K'ltJ, め丈主主切

断の θN、－ ）去を℃る。 e,,--・, e~－ r ℃しょ ） • 

m仰いs附 K→玲 1主之町在宅用＼＼て N2よ
仇t ..“ <l'o.ti・r 

ホl

サニ

V
 

例

礼
V川
叩an 

ψ
l
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℃行列表示され事。合見込、 K →六r~ → P l手0 臣、引

らや＝（令。，ゃん、、・，久〉℃志、く乙

φ・サ -= 0 ( 2. I ) 

えして N，ょのべ‘つト Jl場 Dt－＝－ 対して
Dや・中 ＝O ( 2. 2) 

？と戸、し D中＝（D九D科，、ー， D仇） て志、いた，

K)N, v℃え ］.｝.対茎底 1：：吟れ｜ま Vよ→ Y l主車Z
事4191Jt千ず表未される，向笠L

a-'c N, ) N，×Rド l
（~，以南十一叫川弘・rl) I I) (:i" 1 (IA11よUパ...: u.,.,,)) 

l二与リ a-'cf¥/，）を N，×IP.... r-1 ℃同一千貝ずる．間集
会 frごfは1キ0}c 18.，・1 与の非宥決定僚内、／u.，を同
じ、文字七、ゑわす. ){_ l l. しt,= I て志、く，

呈oe. J'.,L×庁 て仮定 Lてよい．べ？っト Jl,, ..ント・‘

｝＼...の全射 V2→ (9-z(1) I色 N，イょて‘l主イJ9~ 
~も
t主t

工中・は c.2. 3) 

1
1
1
1
1
1
1
1
l
 
v
 

・－

a

嶋

u
u
‘
 ．．
 
リ

M

I
l
l
i－
－

L
 

－－
 は官＝

ヨ；、

て、るわされる．正星j~ イ象ら 11:.. N，×Nょ
玄I→（曳（の：守l(i!）トー：灼J）εlf'(Vv)

i.f93 
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－（ 表わされる． Yo cγ の寸ウf,j, -;:t ＼.＼近傍ハ／戸を

てる． D九o：…， Cジ （S =ch~ Y）を附ょの 4虫立
なべ、つト JlS考℃す ζ．~＆ N~ におけるマの拝

堂閉℃ l立 2欠の行列ずの y ずの僧のタ~べ、勺トル

たちボ、｜羊毛続主主聞に｜手育＼ "f=J.S！与し＼ , 

を。げ~o .. -Di'':P0 

_,,. I t主l D，~q.., D；引
T..-= f 

宙開 o;~ 、、－Ds*':P” 

；史に ~oE-Zの通イ秀待乙 N，×NLゼ、
や・丁ポ＝ο (2‘4) 

が、店主リ？とつ之工を禾す． まず等式； （2.I )(2. 3）よリ

や・を＝や・中・は－： 0 ( 2－ζj 

~ lち ~oeZ ・{ smooth だ、から， Dflまはよのべ、つト

Jl場今に掠認される.l jご I,2... ・ -... s ) φLは安鍛

() J、色ノちま丸いからてちろん

9玖、／'d（））、ご 0 （ピ：：o, I，、・・， n, j=-2.31＇・－， η－r)

であリ （2・2）をあわぜ老えるとは之のすべ、 1

のべ、勺ト ）＼... 場ちに対して

合中・中 ::: 0 
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たが、し合や＝( fj<f:>~ ， t;物、.-J ｛）久） • 4手lて

守や・を＝今や.</'. u. = 0 Ci= L 2. -. -. s ) 

(1. 6) 

等式（2.~）色合？で徽労し τ

ffatや・止寸や f5Jを乞 D
亡の等式、乙（2、6）よリ

4>. t;g; = 0 
亡の最dゑの当ごと（2-6) I主（2.4）をづきロ未す ζ ，

乏 ι~I亡対して 'j = ~包） ; 'X. =d-f乏〉℃喜く時
(2. 4.) 1－：.よリ

やω・γ（'j):. 0 

d、r＆－射望＂／ x×1P .... ＂ーづ交の Zへの制限だ、古＼ら
は Ir＇＜川： P-'(';1,)(¥N;~× 

l色中への向笠ゼ志 ζ。 I 色~のイ多 Yこ寄与．

Sをγ（刈め引べ、つト iし会俗て、 l主5れる，t家電） ~空

間っきリマの 'joゼ、の時空間ーら．，花れのヌ3対空

間℃本宅。 S=Ty~ , ( 2.斗）によれば、 l乙 S。
℃こ 3水、 dltv'-S.::. V)- I -s 

dtrY' l矛d11¥-Z -cfo.,, ¥ = h -I -S 

従って丸 z 穴（五）の十何 ,J、さい ifrィ努ぬを L れ 1;''
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lハN3:= S (¥ N3 

t 九石二てを ;T,1 0 乏。 iち下、（jo〕ハ oC1（＂（｝） 町イ壬意向

店、て、よかヲた。 だカ1¥ 5 'j o -co n tαc.t locus 勺ま

1) ｛れ vIーで丸 cH10} 的関包 i志 y。での＼ての場空
間τ。の刃対先生霊＇ ＼空間ーピ、まち 6て℃宅汗、す． 九毛
リヘ~（ J) のイ生安日め ~－＼句、ハ弘－＇（＼）） キ？ なる台、ーて‘よ

かった角1¥S , ')-COはαcllocus ヱτめ夕立対イ主剤、 ff.ゼ
L でちに fJ,三点べVJハ？「ず＇f(JJ) て志、くて，
0 l-v, : ｛月一 γit-' Yη 開業／まよめ制動宮間
交つァイ／ぐー℃する 7 -p イパ、ーパ、ンド jして＼

＼（の，~， I にお＇ j 毛つ？イ／〈、ーボ、坊を問寸7の Jヌ

対空間℃九フー1 い言えのの Zα的仏、間集~℃同

宣である， つ手リ， x"t.つァイノぐ一空間
令官→×ぃ間違法， Y 工 ~／if.: lX「 Ya:>開
iきに等しは，×， Y1t死れ守れ叶合， fI合の
イ象の閉包だから 苛めヨヨ苅多様イ巷 1－；.毛℃ l亡モ

て；、ヲーl）＜℃作る， ×℃、i'C..の主場を入札均＼え

れ l手死 I）の主？ 17)宅三正坊される。 Q. E. D. 

ii96 
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~ 3 主＇定王星

前節町通リ×乙 IP(VJl主射彰 n－堂開内町射私

的れづら様保 Yこぢるー刃苅今様イ志 γη ；史夫可Ls 

℃する

て~ l 二ん七、l主 Y から－忠発して ＇（ l二勺＼＼ L.の

G~ws s 写イ象のづ、ラフ？ えのよの豹-J~ パ、ント、、

;L vJ -tt.×に苅してx/ 2 ~づくづためと同じ‘
ように＼..l 椿忘する． ぐージの下町~王町、断、得

られ五． 1ミ豆、 LP的信ふ豆長、 c/¥aんがよ弘 povWl) 
的集合宅 J, Sのえれを J℃し， u,= v '¥. ~（ Jソq

Vt~ U"'", pCJ）ζ 可， [1i = oc' (1Ji ) (¥ f・＇（V.つ乙 z... 
。：~ s-'cu，〕 ργICtr."') c vν て示、く” 定理工 g

m 註胡を針 fJ_h、亨℃向型！ θ.v.~u が、あリ

ちθ＝c大， 7θ ＝~てたるててが、わカ＼忍．

z 

ド／よ
197 
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L－θト（V)(i)lx i: －θRV") ( 1 )j× て毛く

定~ 3. 2 射！~ Vl，空間収内のイて教今椎体〉ぐ

の -H... -th do.ss f ＇－て l事（ i. I~ 笠巷t ) 

0 ~ ft ~ Y":. diM）どの時

花－-th fola~ dCASs ［九のiJJe A"".-. × の；定管支．
つ寺 ＇） 《＝ olej{ c、（L) '("-t. f¥ ［九（②JJJ 
i..く 0 ~ r:_ I主主フ V の撃を立長に対し 1

戸弘主 o

t 定忍ぢ忍．

三三・九CB）＝－× であ否机ら foIさ×の次警立て‘
1める，

• h=-1. r~ l め時， つまリ×折、ヰ脅也，後の時

1‘s-t c.¥o.ssρI I~ J平面江曲語家論て、いうクラ ユ1-:.Jj. '.> ¥ 

t-a-ら降、＼．

主宰定理 3. 3 ×乙院を標数 0のイで数間体

ょの釘受~ V¥- I空間肉の突イ希被象台倹約代数多様体

℃事る。 1 t×め双対多イ業体℃す歪． ハを×

198 
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の -R--th chss , VJ ~ Yの j‘－thdほ 5 ℃しょ J ・

す否℃定キj= d：似×キdhnl -h十｜ 。 a寺ノ~I. = ｝.｝＿；、

証明 1-:. /.X・、宇存率高是買をが工つ述べ‘ ζ

ネ百愚 3. 4 今干単 4事wょのべ‘つト Jし／〈、シドル
手 作つれて

s(E) ~ 2;又（EJ= c{Eつ－1 ＇（＿ 志、く ζ

勾（ε）ハ［W]＝九（cJ6私的（j))e-1晴ハ ［(P(Sリ〉
'i_-:-0,(, 2, 

て・ある． t 声、し e-::. YαYI k I=-. {P(/;) l主 Elτ 随伴した

術事Z｝＼.、~ 1-・・ 1 L. , p : IP(E ）ーづ E It.その j去を局へ

の~華'J . 

話明 よく与D Sれた事安声．℃ ，'f!:.）のて‘；正叫を

吟方芸，？と℃え l手.K I e t tvl.C¥ Y¥ [ 4 Jにある，

走塁 3 、 3 の証明 r =-d~軌》（ , 5 => cl,. yV¥ y ℃守、、く，

定理 1.2 によリ警護安定， 。され rl二づいて

［九CBJJ＝穴水ぐc.a (p）ハ〔XJJ
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。→K_, Vx→ p _, 0 1事究会列だ、カ＼勺
cCP)-= cCK)_, 

- ~ "t 

c（約四I= zs-がはっ 弘、C.K11)(:A~·ヌ

工三番〈 t 柑是，＿ 3. 4に ιリ

S11CK＂）ハ［ヌ」

＝九（c，（θ匹以つ （j)) l'l-r-1ぺハ［ ZJ) 

Z 込（ ~＊ c 、（ ~ _) r¥-r-1-ttハ［Z〕〉

て 7忌苓， 完：、合＼ら

fl. = de~ t c,( L/-i.ハ［九CBJJ}

ェ de.jx c I ( L _y・・-fl. （＇）～ c c.C PJハrxJ )J 

25 

-=-de3 { c, CL）＂~ ~み cp*c ‘ （~） 11 －川aハ ［ ZJ))
-= de_≪j { o¥1'c, CL) r-A • ~'4C c, （ど）V¥-r-1叫ハ ［Z].}

(-3‘ 1 ) 

長く C の時 l"i:

d必 （~~c,(t勺I'\-r-1州ハ ［Z]) E-Ar+(-,t））ぐ＝σ
京、合，＼ Lつ

d句 tdi*'c, CLムv・it.p* C1 （ど）n-Y・1十夜ハ ［2] l 
Z 。le~r c, CL)v--A (¥ ~（f*c ，（ど）川・ l叫ハ fZ])f 

こ 0 ＂：：＂.ノ A*-
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£＝円s－川！ 工志、く。 同様 lご r-n+1~-flsr- n 時

））~－~ :::. d ej { T亡、 （ L)r--i・ <r*c、（ど） n~r ・ 1 叫n [W] I 

( 3. 2) 

工作 ζ

eニ（cX., ~） : z一→ fP(V）× fP(Vつ
小（S，す） : w－→ Pげ）メ IPCVつ

を考えよう． JP（γ）内の （n-r十番）〉矢元統~ s:_ FlJ S, 

fP(Vつ 内め（γ＋I-B＞：失元ゑ主主空間 52宅考え ζ 呼
(3、I), (3. 2) I主

/a. ~ d勺f~＊ [ s, )( 5 2. J J 

iペe-.fl.-= d勺 fイLS'，×s;) J )" 

宅示す。てて 3 が、 kle1'rv.αれ［ 3 〕の TI'"~V¥ s vevs ~I.· t J 

Lem~ 同 よリ一般のぎl S' 2 /:: i:ずして

0スキームてしてのかを毛工、、し， S'-I c S, x s 2 ) J 
')T'(S,xS2) Ii台は有？担イ！習の

被約構透宅司こっ．
ー
邑い 争点 l立

①ぐ－I( s 1 >( s ;i ）ζ｛了I ~ ゲ（s，バJ 乙合i
てイゑ定イ宅苓，定理／、 2 め註 e.13c.同じように

あJ欠め寸志v が・ 3おえて

ハ＝＝ ~－1( S，× S-,) 町長、の数

~bl 
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U.e--1t ＝－ 作！（ぢIXS':J.) の点、の俊

℃尽る a ②ふが向笠： θ：匂→合 。存.{iI志」

め 2 ヲめを受ヵピ等しいててを去す．

Q，吾， D.

季、~－~ 5E毛里 '3.'3て同じイ良定 η 宅 Yこで、

dl¥'Y¥ y =-V¥ -I -d~M ×→m×｛え｜ハキ oJ

話明 ~埋 5 3により戸内5・Y¥tI zν040 て、羽リ

長〉円5一川＼ 4'} Q寺ノメa=O たから， あ守 5カ＼，

条'3. b i7埋 3、3℃同じイ笈定の宅工 τ‘

d1~ ）どセ d~ ＂＂＇ '(  ~ n -I 

){_ L "l 以下 l主同イ~－

ll) d~~ 'X 守 d~ ..，.. '( == V¥ -I 

(2）ノJ,= 0 

。〕 u，τ0

（ゆ 'XrJ:線型’今様イ荘であリ Y l主~ n 線型』空間℃

し＂＂＼. ~ヌ32す空間．

202 
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主旦 前半 l主系 3.s-よリあきらホ．後半 l亡づ
いて． （り今（2)11. ゑ~－ s-によ忍. (2）今 ll）協定去、

l二与 1），× ＝PoC11） つ RC£う）コー－つ Pr-C~） て怠昼

前イノλI=-0 ＝~ B CB) ＝や会 ptl(f))＝や貧主i

＝）ノA仏乙o ~~号 O て存喜めて‘券、 3、E を・用すれ

ば、よは． ×l. ＇（ 的立場宅入れれえれば‘UI向悶モ

イ毛. V）向性Jl志手、 2. らのめて、あ~.

：主建 ) = Po（~う）つ円 （2うj つ コ応CBJ

て九るの T ，あ 3ノベ..':. 0 たら 1-i"iヲ£にち山 τ

fi -=- O て九客． つ 5 リ

＇（＇（＼ 帥 filf量全o｝官制却、｛R l,P• = o } -{ 

§ 4 PolQγ loci'の鋭、イ守

亡の併で ti:. pol~ .，－ loci、の録、作に舎零 1ユづき．昧を

えって思われるいくつかの今走更を f.{.A'tすζ，ま

托， 持、患 2.1 tt.証明す吾，

-f y是E托ちの t正明 l主 P

s ) 亡て 1 して 5包~を L た， ×ζR It h 今≪イ卒

、ιちる
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P.f懇 4.I p: ~＇門ー→ IR，色－~の続きIJ 空

閉門主中 IL.L した射是多「ζ 有毒． た匹、し

ょYY'x守1~l'Y\ ~ V) 0 ーちると Rのー自主の枚

町： Lo'C L I' C . . C L/ c仏

cl ~r帆ビ a :::: M -d1＇胸、〉ピキ貧－ 2. 

i二釘＼.＿ ""t I p （＇）（）の間色め£ぺ hrolaγloc!As をPiltJ

t安 r'B' ~ Lo乙L，乙・・・ ζLr  c. IP ..... 

L,_ :: p-1 CL.:) 

に対 L 1. め×の pol~γIow.s を Pt c p－’FJ） ℃かぐ．

ちる℃ ぬcr・1B) = p-1 九C21＇）ハ×
マら｜τRのー船内花 2う I~ t字 L 1. 

［凡cr' ff江： [ 九 C~Jj "V¥ A.× 
つ手 IJ , po ( Cl. r cbぉ lP~C8Jj (A.×のテtて‘お否 j

1t - j字の釘 -I~ に t:r し τ 不安である，

手、4_2 を－-t仏 clαSSJAIL lι 一身主 η 射｝~ I二対し

t 不安であ~ . 

,ff是） 4. 3 一般の核

B : L o C LI C ・ ・ C Lr C L r'tl C IF?, 
2b4 
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dlr"¥I¥ Lt. = n - r守定－ .2 γ ：：. d~m）く

（ノヲまで老人てをた放℃遺フて貌聖堂閉め教

州、ひ工つづ~ ¥¥ . ）て整数 t，。＜：t :S y に対して

×t z ×n L r-+ 2 -i: c cl ~ ,.... L ＼＂守2・i:: =r-i-t) 

9t : Lo C L 1 C ・ c L r-t C: fR 
l.. °h、を， Xtの液 B+，之勺＼＼ ＼..の -i-th po{ciy--/ oc.usを

九CB.叱〉℃カ＼〈．寸志 ζ

P.C払）＝らゆ。）ハ Lr-+2-t.-

手、斗、 4 '><-t:で× 't: t仰の一般のお平面 ての交

わ 1）え矛、す. t ~乙 0 {: ~~二 r--t に 2干して，〉〈

の 1?--thc!o.ss Ii X＋の i-thcbssに等し＼¥ 

R つx/2~人
c IP .. v 

t ×のみ対多帝干狩＼（の定~にあらわれた図式、ζ

L 与う． ×＇（.. t イ自の－~の悲三千 if7 l_ ~ tr_ n 1) 

t X＋乙 w1>--l て寺弘， ぢ忍て込のヌぇ h多様体j手
p~ 州、 であ ζ ， こゴ. p~ fP ... v→ 1P'l_: l在
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Wh-t c IPI-¥ 恥 5拘ちがカ＼れた豹号5.

主主 Wollαce [ 1 o ］のセつジョン 2. I O') 雪

兎 η 陳述 l事該リである

×の jefli:γ「c rol¥'¥-t つC.G×1ユザ、寸－＂－ C /-/ "L T;j. るよ
う fき 3ぞれI'y-,' c 存 hypfr-p¥OI n e. H に対して

｛父、vI T?t' c付｝::: ｛ つL 〆~VJTピコ 7，ι ）

主主張す否折、， 事審史的 l亡言ゥ l.？・議す守、る．

x = f8 x R」→ f+'s- ( Veron es e.す霊入〉に勺い 1
実理 lご ~t 賞してみれ l色、 左 ！！..11. 叉宅通毛直毛主

〈、~ ') 右足 rt －、長 χt、、~毛之℃ポ、 h カ＼吾，

手ムの主宇定理の誌 9月l志当初よさモ町＼ハ／例II°＇ιをの

主5もにイ4ヒ（＋ L ていた． えのイt之の l三4ヲリ主要具

l, 亡こに~（おしたよ 3 九 Kl-e~YYIOIV\ m寸ふいSV'fnDlll・今

L ~ yY¥ yV¥ °' h 計にイ永~しだまE BJ} t_芳えた，
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3ユ

~ [; 標数正の場合

橡数正の場合にはよ記の J.J._苅定理 it点立し

たいこ℃州、自寺々 tち ζ．~埋 2. 5 η 証明中 －c正
則写イ象戸の政界僧めよjiJj主＇＊° 0 yこいう梼彰 0 の

せ果イ、点、 lナ為効 f主%坦を用＼＼ーてい ζ か 5イあ

る た K し検挙交正の喝i'"t.、=Lp弘、ー身支の去で－

smoot~ 危~ ~ /J. の以対定理はすべ、 1. ｝主主~ ~－ 

pが、－ ~去の点イ smootl-i 工い j 会イヰ l主戸の%~.. 、

のために用＼＼ ~ ）どのイ宇リ方にイ及存 L 九 kl今後

イキ×カ＼らの井定ま ζ条件イあ ζ，

日ユ， h lの場令／て反1M宅 へ、、よ
の ）" 巳の春

〉欠庖不素モ コし， ~I ヨ a Eずの売の刃対 l量得－~ lA, V, 

制r℃ヲ る p ') 0 イ f礎梓の殺を文 をゑわす P

19~ £ . 1 ×J f = -:f. p - ~ i. P-:' ::. 0 
〉くの ｝.~ 対今様イ＇，$ y I主は －：：＝. 0'  ×の 2回目的 J又

対今キ長特 l永 u＝~＝－ o3 ご《 （ l.,o/oJ ］ て、、－ ~、イあ与，

〉くにつれてノA。＝p, )"-1:: 2 (p(p-U) 

l' 1-..づいて V0-:..I, V1 : 0 

( f-1 = p ( p -1 ） ℃ l主 J定義主吟＼えて f1rCBJ lτ 被ねて／互

い λ キームの f普よ撃を入れ r-:.e=f のイ~ ) 
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)J-1 I~ ：交のよ》にして計 1$ す忍．

し 1 ごイ （a.~ i.~C) jてす忍． f.(£7) Iまえの才 ;fl.it' c＇、定

義され否ス守一ムゼ、毒否．

｛＂ん蛍守仁延＝一｛.e.霊
;:):x d~ d~ 

壬＝ χp_ ~ .zP-1 -:::. O 

五＝ト：号2_C Jギパ〈て二れの併 l志 p,= ( o: I: o) 
て P2,. （ 定 p-•,. 1 : i.') 芦ホ・ら R(lう）I二指約樽主主♀

え事危 6ノ.t,: 2 " て亡 3 ~，－－ －万~. = ~（託， I ，芝J

J、工壬（'f., 1，ミ） ℃ 1ふく ℃ ん~長iい，ョ J｝／（子、 J、 J=f(f-2)

つL’z叉－ -fil_P・＇， Z’＝－ r －長p, 7'l s与（イーip・: 1，芝、長p),

~，， = ~ （山 i_p・I, j，乏I_,,.1[.P) て志、く℃ん戸時［［が， z'J〕／｛込 9l)

~ p ボー容易にわかる． た；・から RC.BJ をスヰー

ム℃！元もおう戸I=p[p-2J +-f = fCf-1) 

例£＂. 2 ( wα11αce ) 

×： f = ~ 2 p 4- ~p %! ＋がす1=-0 

u. ＝長 ＝x_P V ＝包ご Zp "11"- ~正：：： ~ P 工玉、くと
a~ ’－ ;):z 

"(JV-+2角I＋つえ札こ O p j在して

似T司Jf+V"・ 引fP + uP→＇－：：.o 

亡仏カ父、 Y の才毛~ zt•、 1いある， "(I~ ×て l司をにな
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っ ’t い ~－ T三けか ; L. <. lて〉どの 2 回 1~ の ］~ TすLJ:

×に之、じ、，Z }[. L t 

ノ），， -::. d勺f::. p十l

JA-1 : ［淫立オ勾え れ r+ jf宮十元Ptl::.Q, 0...X P .+ £めC-:JιD

の平手の数］

ュ［並立オ特式、守Zヘコp2奇スドI;,0，イズ d’Z奇ウ ＝0

のキ1 のち j = Ft I 

( (l;’＝ α事， t’＝£下， c..'=CP ) ℃ f与 ＇） 定理 2.s 令1・・ な

リ 1三つ ~ ） に》すえ否 L かし 比二 xP，’t.r= zP, v= jP 

－（ あ 3 が 勺 0 l志すベ、 1 の点イノガ岐 L L ¥ ＼き
実 l主；主主1 1, 2 が‘広、立し l. ¥¥ 7与 lI ~－＇ c ‘ CB） が、 5う

毛、ピ、の よ 〉｜三℃ヲ l =t ネ主完全 /-:. て、空 fJ_ ¥I 合＼ ; "L'' 

あ~ p・ [RC9JJ ご~ { c, (p）ηfX'J J Y：九つ t い写

#1 s. I て向じ よ〉 Pi (fう）えス『 ームて ν.kl古

二人、；‘ lもノλ1-=f(ftl）℃存 ＇） , 1之理 2-~ 11-広‘ Z し

(1- ¥ ¥ • （定J.fl、2 めま正明の中 1、、 tl'"G¥t"SVt'('SαI.‘1;)' 

con d?t.to¥'¥ ②を 3ナたすよう 1:.. l.いそ？ るの！主キ票数 O

め略的苛 －tある．）
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